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芸術×まちづくり

国際芸術祭「あいち２０２２」�
� ～当市出身の片岡真実さん（芸術監督）

　国内最大規模の現代アートの祭典・国際芸術祭「あ

いち２０２２」が始まりました。一宮市も会場となり、

１０月１０日まで世界トップレベルのアーティストの作

品を楽しんでいただけます。オリナス一宮には、日本

を代表する現代アーティストの奈良美智さんが出展し

ます。また、旧スケート場と旧中央看護専門学校は、

世界的に知られるアンネ・イムホフさんをはじめ１２

組のアーティストの作品が展示される「あいち２０２２」

を代表する展示会場となっています。

　今回の「あいち２０２２」芸術監督の片岡真実さんは、

高校まで一宮市で過ごされるなど一宮市に縁の深い方

です。一宮市の文化や歴史を知る片岡監督が演出する

一宮市と現代アートの融合は、見ごたえある内容とな

っています。ぜひ、皆さま足をお運びください。

心に潤いをもたらす芸術を一宮駅で

　令和２年１０月に一宮東ライオンズクラブの皆さま

が中心となり、期間限定でしたが、市内で初めて 「駅

ピアノ」が －ビルコンコースに設置されました。こ

の催しが大変好評で、令和３年３月と７月にも開催し

ていただきました。

　続いて８月下旬から、猿田彦神社さんや名鉄百貨店

さんのご厚意と、一宮中央ロータリークラブの皆さま

のご協力により、一宮駅コンコース西側にピアノが常

設されました。このピアノは、寄贈者（故人）の「た

くさんの方にピアノを弾いて楽しんでいただけたら」

という思いを受けて設置されたということです。ＳＮ

Ｓ等で広く知れ渡り、市民の方だけではなく、県外の

方も演奏にいらっしゃいます。

　一宮駅周辺では「あいち２０２２」の開催に合わせて、

起工科高校や木曽川高校など市内の高校と名古屋芸術

大学の学生が制作した作品が展示され、一宮の街がア

ートで彩られます。また、市民の皆さまや団体でも文化

芸術事業が企画されるなど、市内各地でアートがあふ

れ、市全体で芸術祭を歓迎するムードとなっています。

芸術×まちづくり、すすめます

　まちづくりには、経済的な合理性や効率性に加え、

これからは持続可能な都市経営が求められます。ＳＤ

Ｇｓの視点に加えて、市民の皆さまにとっての幸せと

心の潤いを重視し、「サスティナブル」で「グリーン」

な暮らしやすいまちとなるように考えていく必要があ

ります。

　そのために「グリーン」（緑地や草花等の自然）と

同じく「アート・芸術」を、心に潤いをもたらすもの

として位置づけ、市の条例においてアート表現の規制

の緩和やまちづくりにも活用できないか、有識者のご

意見も伺いながら検討してまいります。

　また、一宮駅周辺については、居心地が良く歩きた

くなるまちなかを目指し、ＮＰＯ法人や民間企業によ

る組織「一宮まちなか未来会議」が立ち上がりました。

ここでは、文化と魅力を次世代へとつないでいくこと

で、持続可能な発展と豊かな人間生活を実現すること

を目指しています。この会議の中で作成する未来ビジ

ョンにおいても「アート・芸術」の活用について、検

討していただきます。

　公共施設でも、市役所本庁舎では１４階を市民ギャ

ラリーとしてご利用いただいております。これからの

新築時においても、多くの人々がアートに親しんでい

ただけるようアートスペースを取り入れた配置等を検

討していきます。民間の開発事業においても、ご協力

をお願いしたいと考えており、アートの展示スペース

等を設置したときの整備基準の緩和等を検討します。

　国際芸術祭「あいち２０２２」を一過性のものとしな

いよう、これからもアートを活用して心に潤いをもた

らす地域づくりを進めていきます。
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